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歳
入
の
主
な
も
の
を
見
て
み
る
と
、

村
税
が
６
億
９，
１
７
３
万
円
で

全
体
の
22
・
６
％
で
、
前
年
度
と

比
べ
て
１
・
２
％
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。�

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
12
億
４，

８
３
６
万
円
で
全
体
の
40
・
８
％

を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
１
・
２
％
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。�

　
次
に
、
県
支
出
金
は
２
億
45
万

円
で
全
体
の
６
・
６
％
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
11
・
３
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
児
童
手
当

に
係
る
県
負
担
金
及
び
あ
ぶ
く
ま

高
原
道
路
整
備
関
連
委
託
金
等
の

増
に
よ
る
も
の
で
す
。�

　
一
方
で
、
国
庫
支
出
金
は
９，

０
９
８
万
円
で
全
体
の
３
％
、
前

年
度
よ
り
56
・
７
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
須
釜
小
学
校

大
規
模
改
造
事
業
及
び
公
共
土
木

災
害
復
旧
事
業
が
、
平
成
17
年
度

で
完
了
し
た
こ
と
に
伴
う
補
助
金

の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。�

　
な
お
、
村
の
借
入
金
で
あ
る
村

債
は
２
億
１，

１
２
０
万
円
で
、

全
体
の
６
・
９
％
を
占
め
て
お
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
38
・
８
％
減

少
し
ま
し
た
。�

　
全
体
と
し
て
、
国
・
県
等
へ
の

依
存
財
源
は
65
・
３
％
、
自
主
財

源
は
34
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。�

　
歳
出
の
主
な
も
の
を
見
て
み
る
と
、

公
債
費
が
５
億
４，

５
２
４
万
円
で

全
体
の
18
・
３
％
、
前
年
度
と
の
比

較
で
は
５
・
９
％
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
過
去
に
実
施
し
た
空
港
周
辺

対
策
事
業
や
総
合
運
動
公
園
整
備
事

業
の
償
還
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。�

　
ま
た
、
民
生
費
は
５
億
１，

１
４

２
万
円
で
全
体
の
17
・
１
％
、
前
年

度
と
の
比
較
で
は
１
・
６
％
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
児
童
手
当
な
ど
の

扶
助
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。�

　
一
方
、
総
務
費
は
４
億
２，

４
７

５
万
円
で
全
体
の
14
・
２
％
、
前
年

度
と
の
比
較
で
は
２
・
９
％
減
少
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
費
の
減
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
教
育
費
は
２
億

９，

６
９
５
万
円
で
全
体
の
９
・
９

％
、
前
年
度
と
の
比
較
で
は
72
・
８

％
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
須
釜
小

学
校
大
規
模
改
造
事
業
費
の
減
に
よ

る
も
の
で
す
。�

　
歳
出
を
性
質
的
経
費
で
見
て
み
る

と
、
人
件
費
が
６
億
８，

８
８
９
万

円
で
全
体
の
23
・
１
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
建
設
事
業
費
な
ど
の

投
資
的
経
費
は
３
億
５，

３
０
５
万

円
で
11
・
８
％
、
借
入
金
の
返
済
金

で
あ
る
公
債
費
は
５ 

億
４，

５
１
５

万
円
で
18
・
３
％
、
物
件
費
は
３
億

３，

０
３
２ 

万
円
で
11
・
１
％
と
な

り
ま
し
た
。�

歳
　
入�

　平成18年度の玉川村一般会計、特別会計、企業会計の決算が、先の９月定例議会において認定されました。�
　一般会計の決算額は、歳入が30億5,575万円、歳出が29億8,493万円となり、平成17年度と比較すると、
歳入が２億1,395万円、歳出が2億288万円の減額となりました。�
　村の財政状況のあらましについてお知らせいたします。�

歳
　
出�
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円
で
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・
８
％
、
借
入
金
の
返
済
金
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あ
る
公
債
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は
５ 

億
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５
１
５

万
円
で
18
・
３
％
、
物
件
費
は
３
億
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０
３
２ 

万
円
で
11
・
１
％
と
な

り
ま
し
た
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歳
　
入�

　平成18年度の玉川村一般会計、特別会計、企業会計の決算が、先の９月定例議会において認定されました。�
　一般会計の決算額は、歳入が30億5,575万円、歳出が29億8,493万円となり、平成17年度と比較すると、
歳入が２億1,395万円、歳出が2億288万円の減額となりました。�
　村の財政状況のあらましについてお知らせいたします。�

歳
　
出�
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鼓
笛
パ
レ
ー
ド
に
は
、
玉
川
第

一
小
学
校
の
全
児
童
、
さ
ら
に
、

い
ず
み
幼
稚
園
の
園
児
も
加
わ
り
、

ド
ラ
ム
マ
ー
チ
や
校
歌
な
ど
を
演

奏
し
な
が
ら
役
場
周
辺
の
道
路
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。�

　
沿
道
に
は
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
な
ど
大
勢
の
観
衆
が
つ
め
か

け
、
盛
ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。�

　
パ
レ
ー
ド
終
了
後
に
は
、
死
亡

事
故
ゼ
ロ
１，

０
０
０
日
達
成
の

表
彰
状
伝
達
式
が
役
場
駐
車
場
で

行
わ
れ
、
県
中
地
方
振
興
局
の
佐

藤
局
長
か
ら
、
石
森
春
男
村
長
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
玉
川
村
で
は
、
平
成
16
年
11
月

の
死
亡
事
故
発
生
以
来
、
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
更
新
し
て
い
ま
す
。�

　
玉
川
村
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
更
新
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
８
月
13
日
で
１，

０
０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
。�

　
こ
れ
を
記
念
し
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
前
に
し
た

９
月
19
日
、
玉
川
第
一
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
交
通
安
全
鼓

笛
パ
レ
ー
ド
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　スポーツの秋を迎え、村内の保育所、幼稚園の子

どもたちが運動会を楽しみました。�

　泉保育所の運動会は９月８日、いずみ幼稚園とす

がま幼稚園の運動会は９月15日に行われ、園児たちが、

かけっこや玉いれなど、この日のために練習してき

た成果を元気いっぱい披露しました。�

�

元気に秋の運動会�

鼓
笛
パ
レ
ー
ド
で
盛
大
に
祝
う�

石森村長に表彰状を手渡す佐藤局長�

泉保育所の運動会�

すがま幼稚園の運動会�いずみ幼稚園の運動会�

広報たまかわ　平成19年10月�
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平
成
19
年
度
玉
川
村
敬
老
会
開
催�

功
労
者
を
表
彰�

　
８
月
23
日
、
全
国
民
生
児
童
委

員
連
合
会
長
表
彰
を
受
け
た
玉
川

村
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
の
西

舘
英
範
さ
ん
（
北
須
釜
）
と
、
日

本
赤
十
字
社
銀
色
有
功
章
を
受
章

し
た
小
原
嗣
男
さ
ん
（
南
須
釜
）

へ
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
石
森
春

男
村
長
か
ら
賞
状
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。�

　
西
舘
さ
ん
に
は
、
民
生
児
童
委

員
、
な
ら
び
に
同
協
議
会
長
と
し

て
の
長
年
に
わ
た
る
活
躍
、
ま
た
、

小
原
さ
ん
に
は
日
本
赤
十
字
社
へ

の
社
資
と
し
て
の
多
額
の
寄
付
に

対
し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
９
月
20
日
に
は
、
献
血

回
数
１
０
０
回
を
数
え
る
、
南
須

釜
の
大
野
安
和
さ
ん
に
、
日
本
赤

十
字
社
金
色
有
功
章
が
贈
ら
れ
、

石
森
村
長
か
ら
有
功
章
と
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
度
の
玉
川
村
敬
老
会
が
９
月
17
日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
村
内
の
75
歳
以
上
の
方
、
９
１

６
名
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。�

　
式
で
は
、
石
森
春
男
村
長
が
「
玉
川
村
が
こ
の
よ
う
に
発
展
で
き
た

の
も
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
続
い
て
、
夫
婦
で
80
歳
に
な
ら
れ
た
18
組
の
皆

さ
ん
に
特
別
記
念
品
と
し
て
、
夫
婦
座
布
団
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
式
終
了
後
に
は

玉
川
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
に

よ
る
金
婚
夫
婦
表

彰
式
が
行
わ
れ
、

今
年
は
17
組
の
皆

さ
ん
に
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
当
日
は

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
村
内
の

芸
能
団
体
に
よ
る

大
正
琴
の
演
奏
や

民
謡
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
出
席
し
た

皆
さ
ん
は
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。�

�

夫婦で80歳を迎え石森村長より座布団を贈られる皆さん�夫婦で80歳を迎え石森村長より座布団を贈られる皆さん�

金婚夫婦表彰式のようす�

全国民生児童委員連合会長表彰を受けた西舘さん（右）�

日赤有功章を手にする大野さん（左）� 石森村長から日赤有功章を贈られる小原さん（右）�

芸能団体の皆さんによるアトラクション�
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空
席
と
な
っ
て
い
た
副
村
長
に
、

草
野
亀
雄
参
事
兼
総
務
課
長
（
岩

法
寺
）
が
10
月
１
日
付
け
で
就
任

し
ま
し
た
。�

�

職
　
員
（
10
月
１
日
付
け
）�

　
　
（
　
）
内
は
旧
所
属
・
職
名�

�

【
総
務
課
】�

▽
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

（
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
内
一
彦�

▽
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長�

（
企
画
産
業
課
産
業
担
当
補
佐
兼

産
業
振
興
係
長
兼
農
政
係
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
越
正
広�

▽
主
査
（
主
事
）
　
　
増
子
広
行�

【
住
民
税
務
課
】�

▽
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
兼
国
民

年
金
係
長
兼
税
対
策
担
当
（
公
民

館
館
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
恵
美
子�

【
健
康
福
祉
課
】�

▽
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
（
企

画
産
業
課
企
画
担
当
補
佐
兼
企
画

振
興
係
長
兼
空
港
係
長
兼
商
工
観

光
係
長
）
　
　
　
　
　
本
田
吉
和�

▽
保
健
衛
生
係
長
（
総
務
課
広
報

広
聴
係
長
）
　
　
　
　
塩
田
　
敦�

▽
主
査
（
主
事
）
　
　
塩
田
　
誠�

▽
主
査
兼
保
健
師
（
保
健
師
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
亜
紀
子�

【
地
域
整
備
課
】�

▽
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
兼

建
設
係
長
・
上
水
道
事
業
職
員
併

任
（
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長

兼
建
設
係
長
）
　
　
　
石
井
雅
夫�

▽
主
任
主
査
兼
管
理
係
長
兼
農
林

土
木
係
長
（
主
任
主
査
兼
管
理
係

長
）
　
　
　
　
　
　
　
溝
井
浩
一�

▽
主
査
（
主
事
）
　
　
小
原
幸
春�

【
企
画
産
業
課
】�

▽
課
長
補
佐
兼
企
画
振
興
係
長
兼

空
港
係
長
（
教
育
委
員
会
教
育
課

長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
兼
生
涯

学
習
係
長
） 

　
　
　
　
永
林
正
典�

▽
主
任
主
査
兼
商
工
観
光
係
長
（
住

民
税
務
課
主
任
主
査
兼
住
民
係
長

兼
国
民
年
金
係
長
兼
税
対
策
担
当
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
針
敬
子�

▽
主
任
主
査
兼
農
政
係
長
兼
産
業

振
興
係
長
（
健
康
福
祉
課
主
任
主

査
兼
保
健
衛
生
係
長
） 

矢
部
玄
幸�

▽
主
査
（
主
事
）
　
　
野
崎
智
之�

【
教
育
委
員
会
】�

▽
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
兼
生
涯

学
習
係
長
（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼

社
会
福
祉
係
長
）
　
　
増
子
貞
美�

【
公
民
館
】�

▽
館
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長
（
地

域
整
備
課
課
長
補
佐
兼
農
林
土
木

係
長
）
　
　
　
　
　
　
塩
澤
理
博�

�

　９月９日、玉川ライオンズクラブ杯ソフトボー

ル大会が村民グランドなどを会場に、また、玉川

村少年剣道大会がたまかわ文化体育館を会場にそ

れぞれ開催されました。�

　ソフトボール大会には玉川スポ少、剣道大会には

玉川、須釜の両少年剣友会、並びに泉、須釜の両中

学校をはじめ多くのチーム、選手が出場し、白熱し

た試合を繰り広げました。�

　結果は、剣道大会の中学生男子団体の部で須釜中

学校、同女子団体の部で泉中学校が３位入賞を果た

しました。�

副村長に就任した�
草野　亀雄 氏�

副
村
長
に
草
野
総
務
課
長�

人
　
事

人
　
事�

人
　
事�

　
教
育
委
員
に
野
本
政
雪
氏
（
四

辻
新
田
）
が
、
10
月
４
日
付
け
で

就
任
し
ま
し
た
。�

教育委員に就任した�
野本　政雪 氏�

教
育
委
員
に
野
本
氏�

練習の成果を発揮し熱戦！�練習の成果を発揮し熱戦！�練習の成果を発揮し熱戦！�
ソフトボールと剣道で大会�

77

地
区
の
問
題
点
な
ど
話
し
合
う�

竜
崎
で
村
民
懇
談
会�

　
竜
崎
地
区
の
村
民
懇
談
会
が
８
月
28
日
、

竜
崎
集
会
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
村
民
懇
談
会
は
、
村
長
が
各
地
区
に
出

向
き
、
直
接
対
話
を
し
な
が
ら
村
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
よ
り
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
２
回
目
と

な
り
ま
す
。�

　
竜
崎
地
区
で
は
、
小
林
徳
清
区
長
を
は

じ
め
約
60
名
が
出
席
し
、
地
区
で
抱
え
て

い
る
問
題
点
や
村
に
対
す
る
要
望
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。�多くの区民が出席した村民懇談会�

小
針
金
之
さ
ん
が
農
業
十
傑
に�

福
島
県
農
業
賞
表
彰
式�

　
第
48
回
の
福
島
県
農
業
賞
表
彰
式
が
福

島
市
の
杉
妻
会
館
で
行
わ
れ
、
福
島
県
の

農
業
分
野
で
は
最
も
権
威
の
あ
る
農
業
十

傑
に
、
川
辺
の
小
針
金
之
さ
ん
、
操
さ
ん

夫
妻
が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
農
業
十
傑
は
、
農
業
の
分
野
で
活
躍
し
、

優
れ
た
成
果
を
収
め
て
い
る
方
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
今
年
は
、
農
業
経
営
改
善
部

門
に
７
農
家
、
集
団
活
動
部
門
で
３
団
体

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
針
さ
ん
は
、
施
設

ト
マ
ト
、
施
設
キ
ュ
ウ
リ
、
水
稲
栽
培
な

ど
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。�

前列中央の佐藤県知事をはさんで両わきが小針さん夫妻�

念仏踊りを披露し供養�

　南須釜の南宿供養塔群の移転がこのほど完了し、８
月26日に移転落成式が行われました。あぶくま高原
道路の建設に伴い、古くから地区に残る供養塔などの
石塔が用地にかかることから、六地蔵や二十三夜塔な
ど20基が集会所近くに移転されました。�
　当日は、地区住民や関係者など多くの方が出席して
行われ、南須釜の念仏踊りも供養塔群の前で披露され
ました。�

移転した供養塔群の前で披露された念仏踊り�

南宿供養塔群移転落成式�

中体連石川支部駅伝大会�
　今年の中体連石川支部駅伝競走大会が９月６日、た
まかわ文化体育館前をスタート、ゴール地点として行
われました。�
　結果は次のとおりです。�
【男子の部】３位：泉中　８位：須釜中�
　《区間賞》　１位：小林英紀(３区・泉 )　２位：吉田
　知磨(６区・泉 )　３位：須藤晋也(４区・泉 )�
【女子の部】５位：泉中　８位：須釜中�
　《区間賞》　 ２位：須藤翼(４区：泉 )

たまかわ文化体育館前を一斉にスタートする選手�
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広報たまかわ　平成19年10月�

　
空
席
と
な
っ
て
い
た
副
村
長
に
、

草
野
亀
雄
参
事
兼
総
務
課
長
（
岩

法
寺
）
が
10
月
１
日
付
け
で
就
任

し
ま
し
た
。�

�

職
　
員
（
10
月
１
日
付
け
）�

　
　
（
　
）
内
は
旧
所
属
・
職
名�

�

【
総
務
課
】�

▽
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長

（
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
内
一
彦�

▽
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長�

（
企
画
産
業
課
産
業
担
当
補
佐
兼

産
業
振
興
係
長
兼
農
政
係
長
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
越
正
広�

▽
主
査
（
主
事
）
　
　
増
子
広
行�

【
住
民
税
務
課
】�

▽
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
兼
国
民

年
金
係
長
兼
税
対
策
担
当
（
公
民

館
館
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
恵
美
子�

【
健
康
福
祉
課
】�

▽
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
（
企

画
産
業
課
企
画
担
当
補
佐
兼
企
画

振
興
係
長
兼
空
港
係
長
兼
商
工
観

光
係
長
）
　
　
　
　
　
本
田
吉
和�

▽
保
健
衛
生
係
長
（
総
務
課
広
報

広
聴
係
長
）
　
　
　
　
塩
田
　
敦�

▽
主
査
（
主
事
）
　
　
塩
田
　
誠�

▽
主
査
兼
保
健
師
（
保
健
師
）�

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
亜
紀
子�

【
地
域
整
備
課
】�

▽
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
兼

建
設
係
長
・
上
水
道
事
業
職
員
併

任
（
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長

兼
建
設
係
長
）
　
　
　
石
井
雅
夫�

▽
主
任
主
査
兼
管
理
係
長
兼
農
林

土
木
係
長
（
主
任
主
査
兼
管
理
係

長
）
　
　
　
　
　
　
　
溝
井
浩
一�

▽
主
査
（
主
事
）
　
　
小
原
幸
春�

【
企
画
産
業
課
】�

▽
課
長
補
佐
兼
企
画
振
興
係
長
兼

空
港
係
長
（
教
育
委
員
会
教
育
課

長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
兼
生
涯

学
習
係
長
） 

　
　
　
　
永
林
正
典�

▽
主
任
主
査
兼
商
工
観
光
係
長
（
住

民
税
務
課
主
任
主
査
兼
住
民
係
長

兼
国
民
年
金
係
長
兼
税
対
策
担
当
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
針
敬
子�

▽
主
任
主
査
兼
農
政
係
長
兼
産
業

振
興
係
長
（
健
康
福
祉
課
主
任
主

査
兼
保
健
衛
生
係
長
） 

矢
部
玄
幸�

▽
主
査
（
主
事
）
　
　
野
崎
智
之�

【
教
育
委
員
会
】�

▽
主
幹
兼
学
校
教
育
係
長
兼
生
涯

学
習
係
長
（
健
康
福
祉
課
主
幹
兼

社
会
福
祉
係
長
）
　
　
増
子
貞
美�

【
公
民
館
】�

▽
館
長
補
佐
兼
公
民
館
係
長
（
地

域
整
備
課
課
長
補
佐
兼
農
林
土
木

係
長
）
　
　
　
　
　
　
塩
澤
理
博�

�

　９月９日、玉川ライオンズクラブ杯ソフトボー

ル大会が村民グランドなどを会場に、また、玉川

村少年剣道大会がたまかわ文化体育館を会場にそ

れぞれ開催されました。�

　ソフトボール大会には玉川スポ少、剣道大会には

玉川、須釜の両少年剣友会、並びに泉、須釜の両中

学校をはじめ多くのチーム、選手が出場し、白熱し

た試合を繰り広げました。�

　結果は、剣道大会の中学生男子団体の部で須釜中

学校、同女子団体の部で泉中学校が３位入賞を果た

しました。�

副村長に就任した�
草野　亀雄 氏�

副
村
長
に
草
野
総
務
課
長�

人
　
事

人
　
事�

人
　
事�

　
教
育
委
員
に
野
本
政
雪
氏
（
四

辻
新
田
）
が
、
10
月
４
日
付
け
で

就
任
し
ま
し
た
。�

教育委員に就任した�
野本　政雪 氏�

教
育
委
員
に
野
本
氏�

練習の成果を発揮し熱戦！�練習の成果を発揮し熱戦！�練習の成果を発揮し熱戦！�
ソフトボールと剣道で大会�
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地
区
の
問
題
点
な
ど
話
し
合
う�

竜
崎
で
村
民
懇
談
会�

　
竜
崎
地
区
の
村
民
懇
談
会
が
８
月
28
日
、

竜
崎
集
会
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
村
民
懇
談
会
は
、
村
長
が
各
地
区
に
出

向
き
、
直
接
対
話
を
し
な
が
ら
村
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
よ
り
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
２
回
目
と

な
り
ま
す
。�

　
竜
崎
地
区
で
は
、
小
林
徳
清
区
長
を
は

じ
め
約
60
名
が
出
席
し
、
地
区
で
抱
え
て

い
る
問
題
点
や
村
に
対
す
る
要
望
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。�多くの区民が出席した村民懇談会�

小
針
金
之
さ
ん
が
農
業
十
傑
に�

福
島
県
農
業
賞
表
彰
式�

　
第
48
回
の
福
島
県
農
業
賞
表
彰
式
が
福

島
市
の
杉
妻
会
館
で
行
わ
れ
、
福
島
県
の

農
業
分
野
で
は
最
も
権
威
の
あ
る
農
業
十

傑
に
、
川
辺
の
小
針
金
之
さ
ん
、
操
さ
ん

夫
妻
が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
農
業
十
傑
は
、
農
業
の
分
野
で
活
躍
し
、

優
れ
た
成
果
を
収
め
て
い
る
方
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
今
年
は
、
農
業
経
営
改
善
部

門
に
７
農
家
、
集
団
活
動
部
門
で
３
団
体

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
針
さ
ん
は
、
施
設

ト
マ
ト
、
施
設
キ
ュ
ウ
リ
、
水
稲
栽
培
な

ど
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。�

前列中央の佐藤県知事をはさんで両わきが小針さん夫妻�

念仏踊りを披露し供養�

　南須釜の南宿供養塔群の移転がこのほど完了し、８
月26日に移転落成式が行われました。あぶくま高原
道路の建設に伴い、古くから地区に残る供養塔などの
石塔が用地にかかることから、六地蔵や二十三夜塔な
ど20基が集会所近くに移転されました。�
　当日は、地区住民や関係者など多くの方が出席して
行われ、南須釜の念仏踊りも供養塔群の前で披露され
ました。�

移転した供養塔群の前で披露された念仏踊り�

南宿供養塔群移転落成式�

中体連石川支部駅伝大会�
　今年の中体連石川支部駅伝競走大会が９月６日、た
まかわ文化体育館前をスタート、ゴール地点として行
われました。�
　結果は次のとおりです。�
【男子の部】３位：泉中　８位：須釜中�
　《区間賞》　１位：小林英紀(３区・泉 )　２位：吉田
　知磨(６区・泉 )　３位：須藤晋也(４区・泉 )�
【女子の部】５位：泉中　８位：須釜中�
　《区間賞》　 ２位：須藤翼(４区：泉 )

たまかわ文化体育館前を一斉にスタートする選手�
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広報たまかわ　平成19年6月�

糖
尿
病
に
つ
い
て
学
ぶ�

　
糖
尿
病
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
、
発

症
の
原
因
と
な
る
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
８
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
糖
尿
病
予
防
教
室
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
方
が
糖
尿
病
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。�

　
教
室
は
、
医
師
に
よ
る
糖
尿
病
の
予

防
に
つ
い
て
の
講
演
会
や
、
予
防
に
役

立
つ
運
動
に
つ
い
て
の
講
義
と
実
技
、

ま
た
、
栄
養
士
に
よ
る
食
生
活
や
食
事

に
つ
い
て
の
講
義
、
実
習
な
ど
４
回
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

�

糖尿病について理解を深めた糖尿病予防教室�

安全、安心な玉川村をめざして�

　安全安心たまかわこぶし隊の全体会議が９月６日、
就業改善センターで開かれ、石森春男村長をはじめ、
各関係機関の代表が出席し、安全、安心な村づくりに
ついて意見を交換しました。�
　会議では、交通安全運動期間中における取り組み内
容を話し合ったほか、石川警察署より管内の交通情勢
と犯罪の概況について報告がありました。�

安全、安心な村づくりを話し合ったこぶし隊全体会議�

安全安心たまかわこぶし隊全体会議�

４
回
に
わ
た
り
糖
尿
病
予
防
教
室�

や
さ
し
い
心
の
野
良
犬
に
感
動�

　
９
月
10
に
福
島
県
家
庭
劇
場
が
た
ま

か
わ
文
化
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
村
内

の
全
小
学
生
が
本
場
の
演
劇
を
楽
し
み

ま
し
た
。�

　
当
日
上
演
さ
れ
た
の
は
、
劇
団
エ
ン

ゼ
ル
に
よ
る
「
は
じ
め
に
見
え
た
も
の
」

と
題
し
た
劇
で
、
野
良
犬
と
目
の
見
え

な
い
女
の
子
と
の
ふ
れ
合
い
を
描
い
た

作
品
。�

　
児
童
た
ち
は
、
時
に
は
笑
い
、
時
に

は
感
動
し
な
が
ら
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。�

�

福
島
県
家
庭
劇
場
で
劇
を
鑑
賞�

玉川村チームが３位入賞�

　第17回福島県市町村ゲートボール大会が９月15日、
会津若松市の会津総合運動公園で開かれ、玉川村チー
ムが見事３位入賞を果たしました。�
　大会には県内各地から41チームが出場しました。
大会は、はじめに３～４チームずつに分かれた予選リ
ーグを行い、続いて勝ち残った上位チームによる決勝
トーナメントで優勝を争いました。�

県市町村ゲートボール大会�

演劇「はじめに見えたもの」の１コマ�

役場を訪れ、石森村長に入賞を報告した石井庄八さん（中央）と�
林三喜人さん（右）�

9

玉
一
小
と
須
釜
中
が
優
秀
賞�

　
第
28
回
の
石
川
地
区
交
通
安
全
立
看
板

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
玉
川
第
一
小
学
校
と
須

釜
中
学
校
の
作
品
が
、
み
ご
と
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。�

優秀賞に選ばれた立看板と製作した皆さん（左が須釜中、右は玉一小）�

たまかわ荘で入所者とふれ合う�

　玉川第一小学校の１年生児童が、９月21日、たま
かわ荘を訪れ、入所者とふれ合いました。�
　社会科の授業の一環としての「おじいちゃん、おば
あちゃんを励ます会」で訪れたもので、当日は、「大
きなカブ」の劇を披露したり、肩をたたいてあげたり
しました。また最後には、「長生きしてね」「元気でね」
と声をかけて握手をしました。入所者にとって、とて
も楽しいひと時だったことと思います。�

入所者の肩をたたいてあげる玉一小児童�

玉一小児童が励ます会で�

家族そろっての食事を呼びかけ�

　玉川村食生活改善推進員会のメンバーが、９月19日、
家族そろっての食事を呼びかける街頭キャンペーンを
行いました。�
　当日は、10名の会員が集まり、役場近くのスーパー、
主婦の店の前で、「毎月19日は食育の日です。家族
そろって食事を楽しみましょう」と買い物客に声をか
け、チラシなどを配りながら家族団らんの食事を呼び
かけました。�

買い物客に家族そろっての食事を呼びかけるメンバー�

食生活改善推進員会が街頭キャンペーン�

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
う�

福
島
空
港
で
空
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

　
空
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
９
月
22
日

に
福
島
空
港
で
開
催
さ
れ
、
終
日
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、
空
港
エ
プ
ロ
ン
近
く
に
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
、
チ

ア
ガ
ー
ル
に
よ
る
シ
ョ
ー
や
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、

麻
薬
探
知
犬
に
よ
る
実
演
な
ど
、
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
海
上
保
安
庁
の
飛
行
機
な
ど
の
展
示

や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
飛
行
な
ど
も
行
わ
れ
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
一
日
で
し
た
。�

展示された飛行機やヘリコプターを見学する来場者�
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糖
尿
病
に
つ
い
て
学
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い
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解
し
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と
な
る
生
活
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９
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予
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室
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尿
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い
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理
解
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。�
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予
防
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運
動
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ま
た
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食
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４
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に

わ
た
っ
て
開
催
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催
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熱
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健康注意報�

～  元気な心・疲れた心元気な心・疲れた心  ～�～  元気な心・疲れた心  ～�

　「うつ病」について連載してきましたが、今回が最終回。うつ病からの回復についてとても重要なこと
をお伝えします。�

こころの健康相談は、お気軽に保健所や保健センターへご相談ください。�

 励まさないこと、「何で？」と原因を追究しないこと�
　うつ病に陥っている人に「そんなにくよくよし
ないで頑張れ」とか、「やればできる」といった励
ましは禁物。もともと責任を感じる性格がうつ病
を招いているのですから、それができない自分を
さらに責め、絶望的にするだけです。�
�
 ひどい言葉や拒絶の態度も病気のしわざ�
　うつ病で休職し、家にいるので心配して声をか
けても、「ほっといてくれ！」「うるさい！」など
と言われることがあります。ときには恨み言のよ
うな発言が聞かれることも。しかし、これも病気
が言わせる言葉だと理解できないと、家族みんな
が精神的に疲弊しがちになってしまいます。�

 自殺を防ぐために�
　病気が一番重いときには自殺するエネルギーも
なくなっているので、うつ病の人が自殺しやすい
のは、かかり始めと治りかけの時期。�
　うつ病の回復には「三寒四温」があると言われ、
よくなったかと思うと、またぶり返すこともあり、
注意が必要です。�
�
　うつ病はこころのかぜ。こころだってかぜをひ
くことがあります。こころにも休日が必要な
のです。まずは、気軽に相談してみてはい
かがですか。�
�

広報たまかわ　平成19年10月�

11

総　務　課�

　　　　５７－４６２１�

住民税務課�

　　　　５７－４６２２�

　　　　５７－４６２４�

健康福祉課�

　　　　５７－４６２３�

保健センター�

　　　　３７－１０２４�

会　計　室�

　　　　５７－４６２５�

地域整備課�

　　　　５７－４６２６�

　　　　５７－４６３１�

企画産業課�

　　　　５７－４６２７�

　　　　５７－４６２９�

農業委員会�

　　　　５７－４６２８�

議会事務局�

　　　　５７－４６３０�

教育委員会�

　　　　５７－４６３３�

公　民　館�

（文化体育館）�

　　　　５７－４６３２�

須 釜 支 所�

　　　　５７－２０６１�

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ�

お知�
 らせ�

平
成
20
年
度
園
児
募
集�

�

　
平
成
20
年
度
に
村
立
幼
稚
園
へ

の
入
園
を
希
望
す
る
幼
児
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象
幼
児�

　
○
い
ず
み
幼
稚
園
　
平
成
14
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
（
定
員
１
０
０
名
）�

　
○
す
が
ま
幼
稚
園
　
平
成
14
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
（
定
員
１
０
０
名
）�

▼
受
付
期
間�

　
10
月
22
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で�

▼
受
付
場
所
　
各
幼
稚
園�

▼
そ 

の 

他�

　
　
申
し
込
み
の
際
は
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

　
　
ま
た
、
現
在
す
が
ま
幼
稚

園
に
入
園
さ
れ
て
い
る
３
、

４
歳
児
で
、
引
き
続
き
入
園

を
希
望
さ
れ
る
場
合
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
教
育
委
員
会�

　
　
57
―
４
６
３
３�

��

村
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

募
集�

�

　
第
１
回
玉
川
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。�

▼
開
催
日�

　
11
月
11
日（
日
）
　
雨
天
決
行�

▼
時
　
間�

　
◇
集
　
　
合
　
午
前
８
時
15
分�

　
◇
ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時
47
分�

▼
開
催
場
所�

　
棚
倉
田
舎
倶
楽
部�

▼
競
技
方
法�

　
◇
18
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
◇
ス
ル
ー
ザ
グ
リ
ー
ン
オ

ー
ル
６
イ
ン
チ
◇
新
ペ
リ
ア
方

式
（
同
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
年
齢

順
） �

▼
会
　
費�

　
３，
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
費
、

売
店
等
は
各
自
）�

▼
そ
の
他�

　
　
ス
タ
ー
ト
30
分
前
ま
で
に
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。�

▼
参
加
資
格�

　
　
村
内
在
住
者
（
出
身
者
）、

も
し
く
は
村
内
事
業
所（
企
業
）

勤
務
者�

▼
参
加
申
込�

　
◇
期
限
　
11
月
２
日�

　
◇
定
員
　
先
着
１
０
０
名�

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
公
民
館�

　
　
57
―
４
６
３
２�

���

年
末
調
整
説
明
会
開
催�

�

　
平
成
19
年
分
の
年
末
調
整
説
明

会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。�

▼
説
明
会
日
程�

　
　
11
月
14
日
（
水
）�

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

　
　
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー�

　
　
11
月
15
日
（
木
）�

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

　
　
石
川
町
共
同
福
祉
施
設�

　
※
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に

ご
出
席
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
須
賀
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門�

　
　
０
２
４
８
―
75
―
２
１
９
４�

���

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
申

請
が
可
能
に
な
り
ま
し
た�

�

　
福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張

所
で
は
、
10
月
15
日
よ
り
、
不
動

産
、
商
業
・
法
人
登
記
に
つ
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記

申
請
事
務
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま

し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
取
扱
い

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。�

◇
不
動
産
、
商
業
・
法
人
登
記
申

請
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す

◇
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明

書
の
申
請
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
可
能
に
な
り
、
証
明
書

～中体連駅伝大会より～�
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　　　　５７－２０６１�

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ�

お知�
 らせ�

平
成
20
年
度
園
児
募
集�

�
　
平
成
20
年
度
に
村
立
幼
稚
園
へ

の
入
園
を
希
望
す
る
幼
児
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。�

▼
対
象
幼
児�

　
○
い
ず
み
幼
稚
園
　
平
成
14
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
（
定
員
１
０
０
名
）�

　
○
す
が
ま
幼
稚
園
　
平
成
14
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼

児
（
定
員
１
０
０
名
）�

▼
受
付
期
間�

　
10
月
22
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で�

▼
受
付
場
所
　
各
幼
稚
園�

▼
そ 

の 

他�

　
　
申
し
込
み
の
際
は
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

　
　
ま
た
、
現
在
す
が
ま
幼
稚

園
に
入
園
さ
れ
て
い
る
３
、

４
歳
児
で
、
引
き
続
き
入
園

を
希
望
さ
れ
る
場
合
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
教
育
委
員
会�

　
　
57
―
４
６
３
３�

��

村
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者

募
集�

�

　
第
１
回
玉
川
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。�

▼
開
催
日�

　
11
月
11
日（
日
）
　
雨
天
決
行�

▼
時
　
間�

　
◇
集
　
　
合
　
午
前
８
時
15
分�

　
◇
ス
タ
ー
ト
　
午
前
８
時
47
分�

▼
開
催
場
所�

　
棚
倉
田
舎
倶
楽
部�

▼
競
技
方
法�

　
◇
18
ホ
ー
ル
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
◇
ス
ル
ー
ザ
グ
リ
ー
ン
オ

ー
ル
６
イ
ン
チ
◇
新
ペ
リ
ア
方

式
（
同
ネ
ッ
ト
の
場
合
は
年
齢

順
） �

▼
会
　
費�

　
３，
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
費
、

売
店
等
は
各
自
）�

▼
そ
の
他�

　
　
ス
タ
ー
ト
30
分
前
ま
で
に
受

付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。�

▼
参
加
資
格�

　
　
村
内
在
住
者
（
出
身
者
）、

も
し
く
は
村
内
事
業
所（
企
業
）

勤
務
者�

▼
参
加
申
込�

　
◇
期
限
　
11
月
２
日�

　
◇
定
員
　
先
着
１
０
０
名�

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
公
民
館�

　
　
57
―
４
６
３
２�

���

年
末
調
整
説
明
会
開
催�

�

　
平
成
19
年
分
の
年
末
調
整
説
明

会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。�

▼
説
明
会
日
程�

　
　
11
月
14
日
（
水
）�

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

　
　
須
賀
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー�

　
　
11
月
15
日
（
木
）�

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

　
　
石
川
町
共
同
福
祉
施
設�

　
※
ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に

ご
出
席
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
須
賀
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門�

　
　
０
２
４
８
―
75
―
２
１
９
４�

���

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
申

請
が
可
能
に
な
り
ま
し
た�

�

　
福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張

所
で
は
、
10
月
15
日
よ
り
、
不
動

産
、
商
業
・
法
人
登
記
に
つ
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記

申
請
事
務
の
取
扱
い
を
開
始
し
ま

し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
取
扱
い

が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。�

◇
不
動
産
、
商
業
・
法
人
登
記
申

請
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す

◇
登
記
事
項
証
明
書
、
印
鑑
証
明

書
の
申
請
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
可
能
に
な
り
、
証
明
書

～中体連駅伝大会より～�



広報たまかわ　平成19年10月�

13

寄付ありがとうございます�
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

地区名� 死　亡　者� 世帯主名�

（９月届出分）�

（９月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

10月１日現在の村のようす�
（前月比）�

2 , 0 0 6  戸 �

7 , 4 7 9  人 �

3 , 7 1 6  人 �

3 , 7 6 3  人 �

（＋ 3 戸 ）�

（＋ 3 人 ）�

（－ 6 人 ）�

（＋ 9 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

3つの習慣�
　寝たばこは絶対にしない　　ストーブの周り
に燃えやすいものを置かない　　ガスコンロな
どのそばを離れるときは必ず火を消す�
4つの対策�
　逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器等を
設置する　　寝具や衣類からの火災を防ぐため
に防炎製品を使用する　　火災を小さいうちに
消すために住宅用消火器等を設置する　　お年
寄りや子どもを守るために隣り近所の協力体制
を作る�
�
�
�
◇新築住宅＝平成18年６月１日以降新築分から�
◇既存住宅＝平成23年５月31日までに設置�
住宅用火災警報器Ｑ＆Ａ�
Ｑ１　住宅用火災警報器とは？�
Ａ１ 煙や熱を感知して警報音や音声で火災の
発生をいち早く知らせてくれます。�

Ｑ２　購入する際の注意点は？�
Ａ２ 日本消防検定協会の鑑定に適合したもの
にはＮＳマークがついています。ＮＳマー
クのついている安全な商品を選びましょう。�

Ｑ３　火災警報器はどこで買えるの？�
Ａ３ 消防用設備業者、電気店、ホームセンタ
ーなどで販売しています。消防署員が販売
や斡旋をするようなことはありません。悪
徳業者に注意しましょう。�

Ｑ４　どこに付ければいいの？�
Ａ４ 寝室、廊下、階段です。そのほか火事の
多い台所につければ安心です。�

�
�
�
　日　時　11月11日（日）　９時から12時�
　場　所　須賀川消防署・石川消防署�
�
　問い合わせ�
　須賀川地方広域消防本部 予防課�
　　０２４８-７６-３１１４�

～中体連駅伝大会より～�

住宅火災�

命を守る�7つのポイント�

一般住宅にも火災警報器の設置が義務付けられました�

消火器の無料点検と老朽消火器の有料回収を実施します�

広報たまかわ　平成19年10月�

12

年金の受給手続など、お気軽にご相談ください。�
※年金手帳、基礎年金番号通知書をご持参ください。�

社会保険事務所出張相談日程表�

場所�

月�

11月� 29日（木）�
10：00～　�

15：00

須賀川市体育館�
会議室�

開催時間�

手
数
料
納
付
確
認
後
、
法
務
局
か

ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
◇
不
動
産
登

記
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
登
記

済
証
（
権
利
証
）」
に
代
え
て
、

「
登
記
識
別
情
報
」
及
び
「
登
記

完
了
証
」
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
◇
須
賀
川
出
張
所
管
轄

の
一
筆
の
土
地
、
ま
た
は
一
個
の

建
物
ご
と
に
「
不
動
産
番
号
」
が

付
さ
れ
ま
す
（
登
記
事
項
証
明
書
、

登
記
完
了
済
証
等
に
表
示
さ
れ
ま

す
）
◇
従
来
の
書
面
に
よ
る
登
記

申
請
も
引
き
続
き
利
用
可
能
で
す�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張
所�

　
　
０
２
４
８
―
73
―
２
５
９
８�

　
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http
://shinsei.m

o
j.g
o
.jp
/�

���

無
料
法
律
相
談
会
開
催�

�

　
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
に
よ
り
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
11
月
１
日
、
12
月
６
日�

　
午
後
５
時
〜
８
時�

▼
開
催
場
所�

　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階�

　
（
白
河
市
本
町
２
）�

▼
相
談
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹

介
し
ま
す
。�

▼
相
談
内
容�

　
◇
不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
◇

相
続
・
遺
言
◇
多
重
債
務
◇
少

額
の
裁
判
◇
成
年
後
見
等
に
関

す
る
法
律
相
談�

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ�

　
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日�

　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分�

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

　
　
０
２
４
８
―
23
―
１
７
８
５�

��

労
災
保
険
の
こ
と
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！�

�

　
労
災
年
金
福
祉
協
会
は
、
労
働

災
害
に
よ
り
重
度
の
障
害
を
負
わ

れ
た
方
や
、
遺
族
に
な
ら
れ
た
方

の
各
種
指
導
・
相
談
等
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー�

　
財
団
法
人
労
災
年
金
福
祉
協
会�

　
福
島
労
災
年
金
相
談
所�

　
　
０
２
４
―

５
２
５
―

９
１
７
７�

�����

�

自
動
車
保
険
、
お
困
り
の
方

は
ま
ず
は
お
電
話
を
！�

�

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
全

国
に
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
、
並
び
に
任
意
自
動

車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。�

▼
相
談
日�

　
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）�

　
午
前
９
時
〜
12
時�

　
午
後
１
時
〜
５
時�

▼
弁
護
士
相
談
日�

　
木
曜
日
（
要
予
約
）�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　
ン
タ
ー�

　
　
０
２
４
―

５
２
１
―

１
２
９
５�

��

年
金
相
談
受
付
時
間
の

変
更
に
つ
い
て�

�

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

相
談
の
窓
口
を
設
け
て
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
の
手
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
受
付
時
間
が
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

▼
受
付
時
間�

　
◇
月
曜
日�

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時�

　
◇
火
曜
日
〜
金
曜
日�

　
　
午
前
８
時
30
分�

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
15
分�

　
◇
第
２
土
曜
日�

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時�

▼
相
談
電
話
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」�

　
　
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５�

▼
年
金
記
録
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
「
ね

ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」�

　
　
０
１
２
０
―
６
５
７
８
３
０�

　
（
こ
れ
ま
で
ど
お
り
24
時
間
対

　
応
し
て
い
ま
す
）�

～中体連駅伝大会より～�
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（９月届出分）�

（９月届出分）�

地区名� 出生児氏名� 保護者名�

10月１日現在の村のようす�
（前月比）�
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7 , 4 7 9  人 �

3 , 7 1 6  人 �
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（＋ 9 人 ）�
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　男�
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　寝たばこは絶対にしない　　ストーブの周り
に燃えやすいものを置かない　　ガスコンロな
どのそばを離れるときは必ず火を消す�
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　逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器等を
設置する　　寝具や衣類からの火災を防ぐため
に防炎製品を使用する　　火災を小さいうちに
消すために住宅用消火器等を設置する　　お年
寄りや子どもを守るために隣り近所の協力体制
を作る�
�
�
�
◇新築住宅＝平成18年６月１日以降新築分から�
◇既存住宅＝平成23年５月31日までに設置�
住宅用火災警報器Ｑ＆Ａ�
Ｑ１　住宅用火災警報器とは？�
Ａ１ 煙や熱を感知して警報音や音声で火災の
発生をいち早く知らせてくれます。�

Ｑ２　購入する際の注意点は？�
Ａ２ 日本消防検定協会の鑑定に適合したもの
にはＮＳマークがついています。ＮＳマー
クのついている安全な商品を選びましょう。�

Ｑ３　火災警報器はどこで買えるの？�
Ａ３ 消防用設備業者、電気店、ホームセンタ
ーなどで販売しています。消防署員が販売
や斡旋をするようなことはありません。悪
徳業者に注意しましょう。�

Ｑ４　どこに付ければいいの？�
Ａ４ 寝室、廊下、階段です。そのほか火事の
多い台所につければ安心です。�

�
�
�
　日　時　11月11日（日）　９時から12時�
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�
　問い合わせ�
　須賀川地方広域消防本部 予防課�
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～中体連駅伝大会より～�
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一般住宅にも火災警報器の設置が義務付けられました�

消火器の無料点検と老朽消火器の有料回収を実施します�
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、
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従
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」
及
び
「
登
記

完
了
証
」
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
◇
須
賀
川
出
張
所
管
轄

の
一
筆
の
土
地
、
ま
た
は
一
個
の

建
物
ご
と
に
「
不
動
産
番
号
」
が

付
さ
れ
ま
す
（
登
記
事
項
証
明
書
、

登
記
完
了
済
証
等
に
表
示
さ
れ
ま

す
）
◇
従
来
の
書
面
に
よ
る
登
記

申
請
も
引
き
続
き
利
用
可
能
で
す�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
地
方
法
務
局
須
賀
川
出
張
所�

　
　
０
２
４
８
―
73
―
２
５
９
８�

　
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http
://shinsei.m

o
j.g
o
.jp
/�

���

無
料
法
律
相
談
会
開
催�

�

　
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
に
よ
り
無
料
法
律

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
催
日
時�

　
11
月
１
日
、
12
月
６
日�

　
午
後
５
時
〜
８
時�

▼
開
催
場
所�

　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階�

　
（
白
河
市
本
町
２
）�

▼
相
談
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹

介
し
ま
す
。�

▼
相
談
内
容�

　
◇
不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
◇

相
続
・
遺
言
◇
多
重
債
務
◇
少

額
の
裁
判
◇
成
年
後
見
等
に
関

す
る
法
律
相
談�

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ�

　
祝
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日�

　
午
前
10
時
〜
12
時
30
分�

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

　
　
０
２
４
８
―
23
―
１
７
８
５�

��

労
災
保
険
の
こ
と
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！�

�

　
労
災
年
金
福
祉
協
会
は
、
労
働

災
害
に
よ
り
重
度
の
障
害
を
負
わ

れ
た
方
や
、
遺
族
に
な
ら
れ
た
方

の
各
種
指
導
・
相
談
等
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー�

　
財
団
法
人
労
災
年
金
福
祉
協
会�

　
福
島
労
災
年
金
相
談
所�

　
　
０
２
４
―

５
２
５
―

９
１
７
７�

�����

�

自
動
車
保
険
、
お
困
り
の
方

は
ま
ず
は
お
電
話
を
！�

�

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
全

国
に
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
保
険
、
並
び
に
任
意
自
動

車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
、
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。�

▼
相
談
日�

　
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）�

　
午
前
９
時
〜
12
時�

　
午
後
１
時
〜
５
時�

▼
弁
護
士
相
談
日�

　
木
曜
日
（
要
予
約
）�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ�

　
福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ

　
ン
タ
ー�

　
　
０
２
４
―

５
２
１
―

１
２
９
５�

��

年
金
相
談
受
付
時
間
の

変
更
に
つ
い
て�

�

　
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金

相
談
の
窓
口
を
設
け
て
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
の
手
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
受
付
時
間
が
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。�

▼
受
付
時
間�

　
◇
月
曜
日�

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時�

　
◇
火
曜
日
〜
金
曜
日�

　
　
午
前
８
時
30
分�

　
　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
15
分�

　
◇
第
２
土
曜
日�

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時�

▼
相
談
電
話
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」�

　
　
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５�

▼
年
金
記
録
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
「
ね

ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」�

　
　
０
１
２
０
―
６
５
７
８
３
０�

　
（
こ
れ
ま
で
ど
お
り
24
時
間
対

　
応
し
て
い
ま
す
）�

～中体連駅伝大会より～�



�

�

　
巨
大
な
か
ぼ
ち
ゃ
を
育
て
て
い
る

「
び
っ
く
り
か
ぼ
ち
ゃ
会
」
の
審
査

会
が
９
月
19
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
、
見
事
優
勝
に
輝
い
た
の
は
、

大
野
福
一
さ
ん
（
南
須
釜
）
の
か
ぼ

ち
ゃ
で
、
大
き
さ
は
大
会
新
記
録
と

な
る
１
７
５
キ
ロ
で
し
た
。�

　
同
会
は
、
巨
大
な
か
ぼ
ち
ゃ
を
作

っ
て
元
気
な
村
に
し
よ
う
と
今
か
ら

５
年
前
に
発
足
。
現
在
で
は
会
長
の

小
原
嘉
代
子
さ
ん
（
南
須
釜
）を
中

心
に
会
員
数
30
人
を
数
え
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。
大
き
な
か
ぼ
ち
ゃ
を

育
て
る
に
は
、
夫
婦
の
愛
情
が
必
要

な
の
だ
そ
う
で
す
。�

優勝した大野さんとかぼちゃ（中央）、会員の皆さん�


	0710_p1
	0710_p2
	0710_p3
	0710_p4
	0710_p5
	0710_p6
	0710_p7
	0710_p8
	0710_p9
	0710_p10
	0710_p11
	0710_p12
	0710_p13
	0710_p14

